公衆衛生支援担当者の持参品リスト
　必要となる可能性があるものを極力列記しており、必ずしも全てが必要なわけではありません。全てを持参すると膨大な量になりますので、持参できる量で厳選する必要があります。
　現地の状況や活動内容によって必要物品が異なります。復旧の状態によって、現地で購入・補給できるものもあります。
　組織からの継続派遣の場合は、帰任者に聞くのが良いでしょう。
◎身分証明書等

　所属機関名等入りのベストはまた腕章等
　職員証、医療職の免許証のコピー、（日本公衆衛生学会認定専門家登録証）

　健康保険証、運転免許証
◎被災者の直接支援用具

　携帯用血圧計、聴診器、体温計

　応急処置用資材（脱脂綿、アルコール綿、滅菌ガーゼ、絆創膏、弾性包帯、ネット包帯、紙テープ、三角巾、ゴム手袋、はさみ、毛抜き、摂子、綿棒、消毒薬、速乾性手指消毒薬、（白衣）・エプロン）

（医療救護用医薬品）
◎電気・通信

　携帯電話、（衛星携帯電話）、携帯電話充電器

　ラジオ、電池、懐中電灯、デジタルカメラ
◎資料

　地図、活動マニュアル、記録用紙
◎文具

　コピー用紙、ホチキス、ホチキスの針、ハサミ、付箋紙、クリップ、ダブルクリップ
　ボールペン、シャープペンシル、消しゴム
　クリアファイル、バインダー、クリップファイル（立ってメモが書ける決裁文書ボード）

◎パソコン関係

　ノートパソコン、電源アダプター、ＬＡＮケーブル、テーブルタップ

　モバイルプリンタ、プリンタ用電源、バッテリー、プリンタ用インク

　ＵＳＢメモリ、バックアップ用コンパクトハードディスク
　イーモバイルデータ通信カード、ＢモバイルＷｉＦｉなど

◎食料等
　おかず、主食、おやつ・飲み物（食料の入手困難地は余裕を見て１食1000kcal×３×日数を目安に）

　水（１日２～３Ｌ、ケガをした時の洗浄用にもなる）
　食器（箸、どんぶり、カップ、ラップ）
　保温水筒（朝お湯を準備できると、昼食のカップラーメン・アルファ化米等の準備に便利）

（熱源：カセットコンロ等）
◎防寒装備、衣服、身につける物

　寝袋、フロアマットなど

　ジャケット・コート、（防災服）長そで、長ズボン、下着（着替え）
　靴（瓦礫の上を歩くなら安全靴、安全中敷き）、長靴、上履き（スリッパ以外、避難所内活動用）
　ヘルメットまたは帽子、マスク、（革手袋またはゴム張り手袋）、

（ゴーグルまたはメガネ、粉塵等が非常に多い場合）
　タオル

　雨具（合羽、傘）
◎その他の物品

　ティッシュペーパー、ウエットティッシュ、手指消毒液

　ビニール袋、ゴミ袋

　（簡易トイレ（ビニール袋と古新聞でも可）、トイレットペーパー）

　（ろうそく、マッチ）、

　（カイロ、自分用の絆創膏・常備薬・睡眠薬、ハンドクリーム、リップクリーム、化粧品）

　（ひげそり、その他宿泊セット）
　お金

　リュックサック、デイバック、キャスター

　車両、（ガソリン）
一般ボランティアと共通する持参品の詳細は、下記ホームページ掲載の「災害救援ボランティアの食料・装備等準備ガイド」を参照して下さい。
厚生労働科学災害ボランティア研究班・ボランティアの安全衛生研究会作成 、2011.3.27作成、4.19改訂
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